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～昨年度を振り返り、今年度は～ 

 

船橋市「保健と福祉の総合相談窓口」さーくる  

所長 赤堀 久里子（あかほり くりこ）  

社会福祉士／精神保健福祉士 

 

①引き続き、既存組織のネットワーク化を行ってまいります。 

②生活困窮者自立促進支援モデル事業に取り組みます。 

③相談の質の向上に努めます。 

 

 平成 24 年12 月、保健と福祉のワンストップの相談窓口として市役所３階に、相談員 3 名事務員 

1 名の 4名で開所をした、「さーくる」は、1年４カ月が経過いたしました。相談件数も、開所当初と 

比較すると 2.3 倍に増加し、金銭トラブルから就労支援、虐待・ＤＶ問題など複雑に絡み合った多岐・ 

多様なケースをご支援させていただいております。 

 昨年度は、厚生労働省「生活困窮者自立促進支援モデル事業」にも取り組んでまいりました。今年度 

も、継続して本モデル事業に取り組むことで、平成 27 年度より開始される「生活困窮者自立支援法」 

に向け、さらなる相談の質の向上と地域の支援機関の方々とのネットワーク作りを行い、市民皆さまの 

地域生活が、安心して送ることが出来るような支援体制を構築してまいります。 

 また、事業の周知と推進を図るため、「地域連絡調整会議」を市役所庁内関係課職員、地域の民生児 

童委員、地域包括支援センター・在宅介護支援センター、相談支援機関、関係機関の方々、延べ 250 

人の皆様にお集まりをいただきました。この会議では、実績報告と事例を活用したパネルディスカッシ 

ョンにて、私どもの支援活動を理解していただくことだけではなく、地域課題を共有し、地域の皆様と 

解決をすることができるような「顔の見える支援の関係作り」に努めてまいりました。 

 4 月早々には、３階から 1 階の正面玄関右手側に、執務スペースを移設することで、相談者に配慮を 

した相談室を確保し安心して相談ができる環境を整え、新年度を迎えることができました。 

 先述いたしましたが、27 年度からは、生活困窮者支援が各自治体単位で、実施されます。 

「生活困窮」に陥る要因は、失業や病気、不慮の事故だけではなく、「地域からの孤立」もその一つと 

して挙げられております。また、支援を受けた方が支援を提供する側となり、社会の一員として参加を 

することのできる地域作りも狙いとなっております。本制度を遂行するためには、「さーくる」の事業 

の特性（総合相談機能、権利擁護機能、コーディネート機能）、人材を活かし、市内の既存組織と連携 

を図っていくことに全力を尽くしてまいります。 

 その為にも、相談支援・生活支援のみならず、債務問題や就労支援等、多様かつ重複した相談内容に 

対応できるよう、相談員一人一人の「相談の質」の向上に努めてまいります。 

 今年度も、皆様のご理解とご支援のほど宜しくお願い致します。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

コーディネーター 

小野満 史枝（おのみつ ふみえ） 

精神保健福祉士 

 

 

 

 

【本年度の抱負】 

相談しやすい窓口であることを心がけたいと

思います。地域の皆様に貢献できるよう、お一

人お一人のご相談に親身に対応して参ります。 

【好きな○○】 

猫と亀。我が家の物凄く可愛い“いろは君”と

“カメルン”を自慢したいです。いろは君と昼

寝する時が至福の時間です。 

コーディネーター 

鴻鳥 恵（こうのとり めぐみ） 

社会福祉士/精神保健福祉士 

 

 

 

 

【本年度の抱負】 

「ひと呼吸」を忘れずにいたいと思います。

様々なご相談事に慌てず、焦らずしっかりと向

き合いたいと思います。宜しくご指導下さい。 

【好きな○○】 

柴犬、フラ（ダンス）、アイス、寝る事。 

夫 ＜ 愛犬 です。 

 

事務員 

吉田 和子（よしだ かずこ） 

 

 

 

 

 

【本年度の抱負】 

いつも笑顔で気持ちの良い挨拶をしたいと思

います。電話での応対は特にお顔が見えないの

で、ご安心頂ける対応を心がけたいと思いま

す。 

【好きな○○】 

昼寝、陽の当たる場所でのウトウト感が好きで

す。 

 

●船橋市「保健と福祉の総合相談窓口」さーくるが 

市役所１階に移設 

 平成 24 年１２月に保健と福祉の総合相談窓口

「さーくる」として開設されてから早１年４ヶ月が

経過しました。開設当初 150 件であった 1 ヶ月あ

たりの相談件数も500件前後と大幅に伸びており、

市民の皆様の認知度が上がっていることを実感する

とともに、周知活動にご協力いただいている地域の

諸団体の皆様に感謝を申し上げます。 

 さて、さーくるが相談を受け付ける事務所は市役

所本庁舎３階でしたが、平成２６年４月より１階正

面玄関の横に移設となりました。相談に訪れる市民

の皆様の利便性が向上し、プライバシーに配慮した

相談窓口になりましたので、お困りごとのある方が

いらっしゃいましたら、「さーくる」に繋いでいただ

きますようご協力の程お願い致します。 

 また、本年度も「さーくる」の事業の推進と周知

を目的とした地域連絡調整会議を市内のブロックご

とに開催致します。開催通知については、開催の都

度皆様にご案内致しますので、積極的な参加をお待

ちしております。 

 最後になりますが、今後とも「さーくる」の相談

事業にご理解、ご協力いただきますようお願い致し

ます。 

平成 26年 4月より、さーくるが 1階に移設しました。 

場所は本庁舎正面玄関を入ってすぐ右側です。 
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【発行・編集】 

 社会福祉法人 生活クラブ風の村 

船橋市委託事業 

船橋市「保健と福祉の総合相談窓口」さーくる（circle） 

所在地 船橋市湊町２－１０－２５ 船橋市役所本庁舎内１階 

ＴＥＬ ０４７－４９５－７１１１ ＦＡＸ ０４７－４３５－７１００ 

ＨＰ   http://www.kazenomura.jp  Email   circle@kazenomura.jp 
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 平成２５年度 第２回 ５地区合同地域連絡調整会議    

平成 2６年３月２１日（金）14 時～16 時３０分 市役所本庁舎 

 

去る３月２１日、船橋市内全域の各地区民生児童委員、地区社協、地域包括支援センター等、総勢 44 名の方々に 

ご出席いただいて連絡調整会議を開催致しました。 

さーくるより、４月～１２月までの実績、具体的な相談事例を紹介した後に、民生児童委員、地区社協、医療機関、

地域活動支援センター、行政等各分野でさーくるとの連携についてパネルディスカッション方式でお話を頂きました。

様々な地域におられる皆様の力と力が繋がることで、更なる力が生まれるということを、このディスカッションを通

して、感じることが出来ました。地域で見守り支える体制づくりが、次のステップに向けて大切なことなのだという

事を教えていただきました。ご参加いただいた皆様、本当にありがとうございました。 

本年度も、地域連絡調整会議を開催する予定でおります。関係者の方にはお知らせをいたしますので、沢山の方に

ご参加いただき、顔と顔の見える関係作りの一歩となりますことを願っています。今後とも宜しくお願い致します。 

 

  

 

 

 

Q：この会を始めるきっかけはなんですか。 

A： 15 年ほど前になりますが、都内の大学や専門学校で非常勤講師をしておりました。同居していた母が、入院を 

きっかけに介護が必要になり、寝返りもできない（床ずれができやすい）、栄養補給は 24 時間の点滴という状態 

で１年半後、自宅に戻りました。当時、介護保険スタート前でサービスは十分ではなく、相談窓口も少なかったの 

です。そのような中、介護当事者がお互いに情報交換や悩みを共感できる場が必要と思い、この会を発足させまし 

た。在宅介護のために、訪問看護を中心にNPO のホームヘルプサービスや家政婦さんの助けを借り、仕事は継続 

して取り組みました。介護の力を高めるために、市民団体に登録をして地域活動助成金を活用、仲間と市民に向け 

て、講演会等を開催しました。   

 現在は、不定期ですが年３回ほどフェイスビル５階の市民活動室で、お互いの近況報告やピアサポートを行って 

います。 

Q：「ケアラーズカフェ」が各地で広がりを見せていますが、今後も、貴会もそのような展開を進めていかれますか。 

A： 単刀直入に言いますと「ケアラーズカフェ」の運営は、思っている以上に簡単にできるものではないと思ってい 

ます。カフェに来られる方は、様々な悩みを抱えて来られる場合もあります。真剣にその思いを受け止める姿勢と、 

いつでも利用できる居場所となるためには、常にカフェを開いている必要があります。人材の確保、財源の面で、 

計画的にすすめていかなければなりません。 

Q：介護の問題、認知症のことで相談をしたい場合は、地域包括支援センターが中心になるということでしょうか。 

A： そうですね。最近は各市町村の相談窓口は増えていますが、介護当事者の支えあいの場は必要だと思います。当 

  会に関心のある方は、どうぞご連絡ください。（連絡先 047-332-2907） 

   また、千葉県の事業として、介護実習センター相談室にて「介護とこころの相談」を行っておりますので、ご利 

用下さい。 

今月のインタビュー 

 

☆おしらせコーナーへ掲載を希望される団体は「さーくる（circle）」までご連絡ください。 

                     ＴＥＬ047-495-7111 ＦＡＸ 047-435-7100 

講 演 名 日 時 場 所 費 用 申込み 問い合わせ他 

第２５回心のふれあいフェスティバル～いい

ね!! あなたらしさ わたしらしさ!!～ 

 青空パフォーマンス、作品展示、バザー、演

芸大会、こころのよろず相談等 

平成 26年５月 8日（木） 

10 時 25 分～14 時 30 分 

千葉市中央公園・文化

センター（千葉市中央

区中央 2-5-1・

043-224-8211） 

入場無料 申込不要 問合わせ先： 

心のふれあいフェスティバル事務局 

（千葉県精神保健福祉センター内） 

電話/FAX 043-263-3891 

 

●総人口が減少する中で高齢者が増加することにより高齢化率は上昇を続け、平成 25（2013）年には高齢化率が 25.1％で 4 

人に 1 人となり、47（2035）年に 33.4％で 3 人に 1 人となる。54（2042）年以降は高齢者人口が減少に転じても高齢化 

率は上昇を続け、いわゆる「団塊ジュニア」（昭和 45（1971）～49（1974）年に生まれた人）が 75 歳以上となった後に、 

平成 72（2060）年には 26.9％となり、4 人に 1 人が 75 歳以上の高齢者となると推測されている。 

（平成 24 年版 高齢社会白書（全体版）内閣府資料引用） 

●認知症高齢者数は、平成 14（2002）年現在約 150 万人であるが、2025 年には約 320 万人になると推測される。 

（H18.9.27 今後の高齢化の進展 ～2025 年の超高齢社会像～より） 

介護する側にも、何らかの相談窓口やホッと一息できる場、情報交換の場も必要です。そこで、今回は、「在宅ケアを良くする会」 

代表吉田圭子様に、会の活動と課題等についてお話を伺いました。 

お知らせ 

 

吉田 圭子（よしだ けいこ）様 

プロフィール 

社会福祉士、精神保健福祉士 

 

団塊世代です。 

趣味は園芸。 

東日本大震災のあった年の秋、越

前高田に花と球根を植えるボラン

ティアに参加。 

 

 

 

 

「介護」、「看病」、「療育」、「世話」、

「こころや身体に不調のある家族への

気づかい」など、ケアの必要な家族や近

親者・友人・知人などを無償でケアする

人（＝ケアラー）の為に、街に設置され

たカフェのこと。 

アンケート結果 

～アンケートで多かったコメント～ 

① 連携について期待している。 

② もっと多くの方に周知されるようにし

て欲しい。 

③ 人員増を期待している。 

アンケートのご協力有難うございました。 

介護とこころの相談 

千葉県福祉ふれあいプラザ 

6 階相談室・1 階体験コーナー 

火 曜：13時～16時  

水土曜：10時～16時 

住所：我孫子市本町 3-1-2 

けやきプラザ内6階 

電話：04-7165-2881 

★介護者（ご家族・専門職）の心のサポ

ート・ご家族や介護職でも、介護に関わ

る人が抱く不安、不満、孤独など、話す

ことでこころが少し軽くなったり、整理

するお手伝いをしています。 

ご報告 

 


